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とうごう議会だより 平成26年２月１日 

（
賛
成
多
数
で
適
任
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

とうごう議会だより 平成26年２月１日 

定例会 定例会 定例会 
12月 12月 12月 

　
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
が
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

12
月
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
20
議
案
が
提
出
さ
れ
、ま
た
、
請
願
２
件
、
意
見
書
３
件
、 

陳
情
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
、加
え
て
、川
瀬
雅
喜
東
郷
町
長
に
対
す
る
問
責
決
議
、特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の
追
加
議
事
が 

提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
議
案
等
の
審
査
結
果
は
５
ペ
ー
ジ
の
結
果
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

賛
成
賛
成 

賛
成 

請

願

請

願

 

請

願

請

願

 

請

願

 

中部保育園改築工事請負  契約の 
　　　　  締結について等の  議案が可決されました。されました。 

中部保育園改築工事請負  契約の 
　　　　  締結について等の  議案が可決されました。されました。 

中部保育園改築工事請負  契約の 
　　　　  締結について等の  議案が可決されました。

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会

保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の

請
願
書 人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

可決

反
対
反
対 

反
対 

東
郷
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

可決

反
対
反
対 

反
対 

東
郷
町
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

可決

賛
成
賛
成 

賛
成 

川
瀬
雅
喜
東
郷
町
長
に

対
す
る
問
責
決
議

反
対
反
対 

反
対 



とうごう議会だより 平成26年２月１日 とうごう議会だより 平成26年２月１日 

○
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

 

私
立
学
校
は
、
国
公
立
学
校
と
と
も
に
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
、
学
費
の
公
私
間
格
差
是

正
を
目
的
と
し
た
私
立
学
校
振
興
助
成
法
を
昭
和
50
年
に
制
定
し
、
文
部
省
に
よ

る
国
庫
助
成
た
る
各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
か
し
、
地
方
自
治
体
で
は
、
財
政
難
を
理
由
と
し
た
私
学
助
成
削
減
の
動
き

が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て
も
、
「
財
政
危
機
」
を
理
由
と
し

て
平
成
11
年
度
に
総
額
15
％
、
生
徒
１
人
あ
た
り
約
５
万
円
に
及
ぶ
経
常
費
助

成
（
一
般
）
の
削
減
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国

の
私
学
助
成
の
増
額
を
土
台
に
、
経
常
費
助
成
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て

き
た
が
、
平
成
19
年
以
降
は
一
進
一
退
と
な
り
、
こ
の
４
年
間
は
国
か
ら
の
財
源

措
置
（
国
基
準
単
価
）
を
下
回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化

に
よ
る
生
徒
減
と
も
重
な
っ
て
、
多
く
の
学
園
の
経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て

い
る
。 

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金

で
64
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
学
納
金
は

平
均
で
約
40
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ

て
、
「
経
済
的
理
由
」
で
退
学
し
た
り
、
授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
過
重
な
学
費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の

で
き
な
い
層
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な

り
、「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
「
高
校
無
償
化
」
の
方
針
の
下
、

国
公
立
高
校
の
み
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
。
私
学
へ
も
一
定
の
就
学
支
援
金
が
支

給
さ
れ
た
も
の
の
、
今
な
お
私
学
の
生
徒
と
保
護
者
は
高
い
学
費
、
公
私
間
格
差

を
強
し
い
ら
れ
て
い
る
。
私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私
学
教
育
本

来
の
良
さ
を
損
な
い
か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
公
立
と
と
も

に
、
「
公
教
育
」
の
一
翼
を
必
死
に
担
っ
て
き
た
私
学
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
う

く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。 

愛
知
県
下
の
高
校
生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
お
り
、
私
学
も
、
公
立

と
同
様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
私
学
は
、
独
自
の
伝

統
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
。 

貴
職
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
父
母
国

民
の
要
求
に
応
え
、
学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が

望
ま
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
当
議
会
は
政
府
に
対
し
、
国
の
責
務
と
私
学
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
父
母
負
担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
就
学
支
援
金
を
一
層
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
併
せ
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅
持

し
、
私
立
高
校
以
下
の
国
庫
補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
交
付
税
交
付
金
を
充
実

し
、
私
立
高
等
学
校
以
下
の
経
常
費
補
助
の
一
層
の
拡
充
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
平
成
25
年
12
月
20
日
　
　
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

12月議会で可決した意見書 12月議会で可決した意見書 

(

提
出
先) 

内
閣
総
理
大
臣
　
財
務
大
臣
　
文
部
科
学
大
臣
　
総
務
大
臣 

○
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

 

私
立
学
校
は
、
公
立
学
校
と
と
も
に
県
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
学
費
と
教
育
条
件
の

公
私
間
格
差
是
正
と
父
母
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、「
経
常
費
１
／
２
助
成
（
愛

知
方
式
）
」
、
「
授
業
料
助
成
」
な
ど
、
各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

し
か
し
、
平
成
11
年
度
に
経
常
費
助
成
が
総
額
15
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
授
業
料

助
成
も
対
象
家
庭
が
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国
の
私

学
助
成
増
額
を
土
台
に
、
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て
き
た
が
、
平
成
19
年

以
降
は
一
進
一
退
と
な
り
、
こ
の
４
年
間
は
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基
準
単

価
）
を
下
回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
と

も
重
な
っ
て
、
多
く
の
学
園
の
経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金

で
64
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
納
付
金
は

平
均
で
約
40
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ

て
、
「
経
済
的
理
由
」
で
退
学
し
た
り
、
授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
過
重
な
学
費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の

で
き
な
い
層
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な

り
、「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
公
立
高
校
が
無
償
化
さ
れ
、
私
学

に
も
就
学
支
援
金
が
実
施
さ
れ
た
。
も
し
こ
の
支
援
金
が
、
日
本
一
と
言
わ
れ
た

愛
知
県
の
授
業
料
助
成
制
度
に
加
算
さ
れ
れ
ば
、
私
学
の
父
母
負
担
は
か
な
り
軽

減
さ
れ
る
。
し
か
し
、
県
は
財
政
難
を
理
由
に
、
県
独
自
予
算
を
大
幅
に
縮
小

し
、
無
償
化
対
象
は
年
収
約
350
万
円
未
満
の
家
庭
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
乙
Ⅰ
（
年
収
約
610
万
円
未
満
）・
乙
Ⅱ
（
年
収
約
840
万
円
未
満
）
で
は
、
公

立
が
11
万
8800
円
軽
減
さ
れ
た
一
方
で
、
私
学
助
成
は
２
万
4000
円
の
加
算
に
と
ど

ま
り
、
父
母
負
担
の
公
私
格
差
は
大
幅
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
立
高
校
が

無
償
化
さ
れ
た
関
係
で
、
私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私
学
教
育
本

来
の
良
さ
を
損
な
い
か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。 

私
学
も
、
公
立
と
同
様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
り
、
愛
知
県
下
の

高
校
生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
い
る
。
私
学
は
、
独
自
の
伝
統
、
教
育

シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
る
。
私
立
高
校
は
、
生
徒
急
増
期
に
お
い
て
は
、
生
徒
収
容
で
多
大
な

役
割
を
担
う
な
ど
、「
公
私
両
輪
体
制
」
で
県
下
の
「
公
教
育
」
を
支
え
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
父
母
負
担
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

は
、
長
年
に
わ
た
る
県
政
の
最
重
点
施
策
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
県
の
税
収
減

な
ど
財
政
難
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
公
私
立

間
で
均
衡
の
と
れ
た
財
政
措
置
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

貴
職
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
県
民
の

要
求
に
応
え
、
学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
望
ま

れ
て
い
る
。 

従
っ
て
、
当
議
会
は
、
国
か
ら
の
支
援
金
を
加
算
し
、
父
母
負
担
軽
減
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
経
常
費
助
成
に

つ
い
て
も
国
か
ら
財
源
措
置
の
あ
る
「
国
基
準
単
価
」
を
土
台
に
、
学
費
と
教
育

条
件
の
「
公
私
格
差
」
を
着
実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
平
成
25
年
12
月
20
日
　
　
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

(

提
出
先)

　
愛
知
県
知
事 

○
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、発
生
抑
制
と 

再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
（「
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品

化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
分
別
収
集
・

選
別
保
管
を
税
負
担
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
位
法
で
あ
る

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
の
３
Ｒ
の
優
先
順
位
に
反
し
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
優
先
に
偏
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
総
排
出
量
の
減
量
は
不
十
分
で
、

環
境
に
よ
い
リ
ユ
ー
ス
容
器
が
激
減
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
容
器

包
装
が
未
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
社
会
の
実
態
で
す
。 

根
本
的
な
問
題
は
、
自
治
体
が
税
負
担
で
容
器
包
装
を
分
別
収
集
し
て

い
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
総
費
用
の
う
ち
約
８
割
が
製
品
価
格

に
内
部
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
容
器
包
装
を

選
択
す
る
事
業
者
に
は
、
真
剣
に
発
生
抑
制
や
環
境
配
慮
設
計
に
取
組
も

う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
誘
因
）
が
働
か
ず
、
ご
み
を
減
ら
そ
う
と

努
力
し
て
い
る
市
民
に
は
、
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
不
公
平
感
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 

今
日
、
気
候
変
動
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
資
源
の
無
駄
遣
い
に
よ
る
環

境
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
導
入
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
者
責
任
の
強
化
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

よ
っ
て
、
東
郷
町
議
会
は
、
我
が
国
の
一
日
も
早
い
持
続
可
能
な
社
会

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
政
府
及
び
国
に
対
し
、
以
下
の
と
お
り
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め

の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。 

 

記 
 

１
　
容
器
包
装
の
拡
大
生
産
者
責
任
を
強
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
社
会

的
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
、
分
別
収
集
・
選
別
保
管
の
費
用
に

つ
い
て
製
品
価
格
へ
の
内
部
化
を
進
め
る
こ
と
。 

２
　
レ
ジ
袋
使
用
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
、
有
料
化
な
ど
の
法
制

化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

３
　
２
Ｒ
の
環
境
教
育
を
強
化
し
、
リ
ユ
ー
ス
を
普
及
す
る
た
め
、
学

校
牛
乳
の
び
ん
化
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
平
成
25
年
12
月
20
日
　
　
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

(

提
出
先) 

衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣
　
環
境
大
臣 

経
済
産
業
大
臣
　
農
林
水
産
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣
　
財
務
大
臣 

消
費
者
庁
担
当
大
臣 

議案審議の結果一覧  議 案 審 議 の 結 果 一 覧  議 案 審 議 の 結 果 一 覧  

※議長 加藤啓二は採決に加わらない  ○…賛成  ×…反対  欠…欠席 

菱

川

和

英

 

星

野

靖

江

 

門

原

武

志

 

箕

浦

克

巳

 

若
園
ひ
で
こ 

柘

植

三

良

 

石

川

　

正

 

近

藤

鑛

治

 

加

藤

啓

二

 

井

俣

憲

治

 

山

田

達

郎

 

水

川

　

淳

 

若

松

孝

行

 

川

口

一

夫

 

加

藤

宏

明

 

審

議

結

果 

議 案 名  議 案 名  議 案 名  

適　任 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

否　決 

否　決 

継続審査 

不採択 

採　択 

採　択 

採　択 

可　決 

可　決 

可　決 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

× × 〇 × × 〇 － × 欠 〇 〇 × 〇 × 〇  

〇 〇 × 〇 〇 × － 〇 欠 × × 〇 × × ×  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

× × × × × × － × 欠 × 〇 × 〇 × ×  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

1 2月定例会  

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

工事請負契約の変更について 

東郷町職員の給与に関する条例の一部改正について 

東郷町使用料及び手数料条例等の一部改正について 

東郷町農業委員会の委員の選出に関する条例の一部改正について 

東郷町消防団条例の一部改正について 

東郷町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に 
　　　　　　　　　　　　関する条例の一部改正について 

東郷町農業共済事業実施条例の廃止について 

尾張農業共済事務組合の解散及び同組合の財産処分について 

尾張農業共済事務組合規約の変更について 

町道路線の廃止について 

町道路線の認定について 

平成25年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 

平成25年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

平成25年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計 
　　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算（第１号） 

平成25年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

平成25年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

平成25年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

平成25年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計 
　　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算（第１号） 

工事請負契約の締結について 

川瀬雅喜東郷町長に対する問責決議 

公開質問状調査に関する特別委員会の設置 

介護保険要支援者への保険給付継続のため、 
　　　　　　　　　　　　国に意見書提出を求める請願書 

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願書 

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書 

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書 

陳情書 
「商工会を中心とした地域商工業振興に対する支援体制の拡充」 

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を 
　　　　　　　促進するための法律の制定を求める意見書 
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とうごう議会だより 平成26年２月１日 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

 

井俣　憲治 議員

一般質問 一般質問 一般質問 
一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対す一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対する方針や考え方を、 
町長をはじめ各部署の責任者に質問することができる大切町長をはじめ各部署の責任者に質問することができる大切な機会です。な機会です。 
12月議会では、月議会では、11人の議員が質問に立ちました。人の議員が質問に立ちました。 

一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対する方針や考え方を、 
町長をはじめ各部署の責任者に質問することができる大切な機会です。 
12月議会では、11人の議員が質問に立ちました。 

水川　淳 議員

ト
ッ
ピ
ィ
の
活
用

箕浦　克巳 議員

来
年
度
の
給
食
費
は

教
科
担
任
制
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一
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近藤　鑛治 議員

若園ひでこ 議員

菱川　和英 議員

加藤　宏明 議員

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
・

取
組
み
に
つ
い
て

借
り
た
備
品
の
管
理
は
大
丈
夫
か
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門原　武志 議員

山田　達郎 議員

星野　靖江 議員

若松　孝行 議員

い
こ
ま
い
館
周
辺
道
路
対
策

全
国
学
力
テ
ス
ト

副
町
長
の
発
言
と

新
聞
記
事
と
の
食
い
違
い



とうごう議会だより 平成26年２月１日 とうごう議会だより 平成26年２月１日 

■
大
阪
府
大
阪
狭
山
市

〜
熟
年
い
き
い
き
事
業
〜

・
組
織

・
事
業
部

・
今
後
の
課
題

■
大
阪
府
熊
取
町

〜
学
習
支
援
事
業
〜

・
少
人
数
指
導
、
習
熟
度
別
授
業

・
小
中
学
校
の
外
国
語
活
動

・
図
書
館
教
育

先進地の 

事例を視察 
先進地の 

事例を視察 
委 員 会 県 外 視 察 研 修  委 員 会 県 外 視 察 研 修  委 員 会 県 外 視 察 研 修  先進地の 

事例を視察 

総
務
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会



とうごう議会だより 平成26年２月１日 とうごう議会だより 平成26年２月１日 

王滝村との議員交流 王滝村との議員交流 王滝村との議員交流 
私たちの生活水の源流、王滝村。 

～議会活性化をめざして～ ～議会活性化をめざして～ ～議会活性化をめざして～ ～議会活性化をめざして～ 

議 会 レ
 
ポ ト

 

ー 

■総総総総務務務務経経経経済済済済員員員員会会会会
日　時：平成25年10月25日（金）
研　修：岐阜市金公園

研　修　美濃市道の駅・美濃市の特産物

■文文文文教教教教民民民民生生生生委委委委員員員員会会会会
日　時：平成25年10月31日（木）～11月１日（金）
研　修：大阪狭山市熟年いきいき事業熟年大学

研　修：熊取町の図書館教育

■一一一一部部部部事事事事務務務務組組組組合合合合
愛知中部水道企業団

尾三消防組合

尾三衛生組合

日 時：平成25年12月18日（水） 午前9時～

場 所：全員協議会室

【第2回】研修報告会



２
月
24
日
　

本
会
議（
議
案
上
程
） 

３
月
３
日
　

本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
４
日
　

本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
５
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
） 

　
　
７
日
　

本
会
議
予
備
日 

　
　
10
日
・
11
日 

　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会 

　
　
12
日
　

委
員
会
予
備
日 

　
　
13
日
　

総
務
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議会だよりは再生紙を使用しています。 

議員の活動  議員の活動  議員の活動  
２月 １月 

文化財防火訓練（浅間神社） 

尾三消防組合消防出初式 

議会だより編集特別委員会 

仕事始め式  
ふれあい年始会  
議会活性化特別委員会 

議会だより編集特別委員会 
議会活性化特別委員会 
全体会議 

議会活性化特別委員会 

3月定例会議案質疑通告締切 

愛知中部水道企業団議会運営委員会  
愛知中部水道企業団全員協議会  
3月定例会一般質問通告締切 

14（金） 

13（木） 

５（水） 

総務経済委員会県内研修 
文教民生委員会県内研修 

６（木） 

町内保育園生活発表会 ８（土） 

26（水） 

24（月） 議会運営委員会  
3月定例会本会議  
全体会議 
議会だより編集特別委員会 

議会運営委員会  
全体会議 

東郷町消防出初観閲式  
成人式 

19（日） 

議会報告会予備日 22（水） 

９（木） 

10（金） 

６（月） 

15（水） 

12（日） 

18（土） 議会報告会 

議会の果たすべく役割を十分に踏まえ、住民のためにある議会であるよう
努めてまいります。 

みなさまのご意見大募集 ！ ！ 

宛先：議会だより編集特別委員会　〒470－0198 愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地　TEL0561－38－3111

など、ご意見・ご質問をお寄せください。 

● 議会議会に質問質問（特に子どもからの質問大歓迎）質問大歓迎） 

● 議会議会にもの申す！す！（議会議会へのご意見ご意見・ご要望）ご要望） 

● 傍聴傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 

● 議会議会に質問質問（特に子どもからの質問大歓迎）質問大歓迎） 

● 議会議会にもの申す！す！（議会議会へのご意見ご意見・ご要望）ご要望） 

● 傍聴傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 

● 議会に質問（特に子どもからの質問大歓迎） 

● 議会にもの申す！（議会へのご意見・ご要望） 

● 傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 


